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１．日本労働社会学会第 27期第 5回幹事会（2015.9.5）議事録  
	
 

2015年 9月 5日（土）13:00～15:00	
 

於：青山学院大学青山キャンパス 14号館第 10会議室	
 

	
 

出席者：山田、松尾、高橋、戸室、吉田、村尾、大西、渡辺、勝俣、小川、橋本、	
 

長谷川、園田、小谷、西野	
 

 

Ⅰ	
 第 27回大会（11月 6日～8日	
 大阪市立大学）について 

	
 １	
 大会日程	
 

・7 月 4 日の第 4 回幹事会で承認された大会日程（11 月 6 日：工場見学、幹事会、7 日：

自由論題、総会、8 日：シンポジウム）が再度確認された。	
 

	
 

	
 ２	
 大会準備状況 

・山田代表幹事より、開催校における準備状況および開催校の事情による検討事項が報

告された。	
 

	
 

	
 ３	
 シンポジウム 

・研究活動委員より、本日 15 時からのプレシンポを行ったうえで問題点を検討する旨報

告された。	
 

 

４	
 自由論題 

・研究活動委員の資料に基づき、現在の申し込み状況およびセッション案について報告

された。現在 13 名の申し込みがあり、４つのセッションに分かれる見込みである。 

	
 



５	
 プログラムの作成	
 

・研究活動委員長が開催校と連携しながら作成することが確認された。前年度のものを

参考に、10 月初めには発送が完了することを目指す。	
 

	
 

６	
 その他	
 

・工場見学は 11月 6日（金）12 時に地下鉄の駅に集合し、ダイキンサンライズ摂津社（特

定子会社）への見学を予定している。研究活動委員会を通して案内する。	
 

 

Ⅱ	
 委員会報告・協議	
 

	
 １	
 『年報』編集委員会	
 

・『年報』第 26 号の編集スケジュールが承認された。特集原稿 4 本がすべて受信され、

書評も、依頼したほとんどの原稿 14 本が受信された。今回はこれまで奨励賞を受賞し

ていながら書評として取り上げられていなかった文献を含むため、書評の数が多くな

ったが、次号以降は減る予定である。	
 

・審査に残っている投稿論文 3 本のうち、1 本に関して、査読委員の一人より、参与観察

手法であっても当事者からの同意を得るべき、という提起があったことが報告された。

幹事会としては、日本社会学会の倫理綱領を参考としつつ、当学会としての倫理規定

を設けるか、今後検討しなくてはならないという議論があった。	
 

	
 

	
 ２	
 『労働社会学研究』（ジャーナル）編集委員会	
 

・ジャーナル第 17号の編集スケジュールが承認された。投稿状況と原稿受け取り状況が

報告された。	
 

	
 

	
 ３	
 研究活動委員会	
 

	
 	
 (1)第 27回大会（11/6～8、大阪市立大学）シンポジウム企画	
 

・本幹事会終了後にプレシンポが開催されることが報告された。	
 

	
 	
 (2)学会奨励賞の推薦状況 

	
 	
 ・書籍の部の審査の進行状況が報告された。また論文の部については前回報告した通

り推薦委員会が立ち上げられなかったことから該当なしとなるとのことである。	
 

	
 

４	
 関西部会	
 

・7月 25日に大阪市立大梅田キャンパスにて、無事開催された。報告者 3 名、参加者 12

名であった。 

	
 

	
 ５	
 社会学系コンソーシアム担当	
 

・7月５日の理事会にて次のシンポジウムの詳細が決まり、タイトルは「日本社会のグラ



ンドデザイン」に決定し、1 月 30 日に日本学術会議で開催予定である、との報告があ

った。 

・また会費の値上げが提案されたが、反対が多く、ペンディングとなった旨、報告され

た。	
 

	
 

	
 ６	
 社会政策関連学会協議会担当	
 

・7 月 18 日に協議会が開催され、当学会について小川委員が紹介したことが報告された。

また、小川委員が会計担当を引き継ぐことになり、併せて副代表も兼任するとのこと

である。次回の開催は 10 月 9 日である。	
 

	
 

	
 ７	
 学会ホームページ担当	
 

・特になし	
 

	
 

	
 ８	
 デジタル化担当	
 

・年報とジャーナルの電子化は完了し、J-STAGE は現在リニュアル中による受付停止中の

ため、10 月以降手続きを行う旨報告された。	
 

	
 

	
 ９	
 会計担当	
 

・会員数（242 名）及び、主な収入・支出について報告があった。	
 

・2016 年度の年会費請求書に同封予定の会員名簿の掲載事項について検討された。今回

は各会員の研究領域については更新せずに送付し、送付後に更新を受け付けることと

なった。 

	
 

	
 １０	
 事務局	
 

	
 	
 (1)	
 会費長期滞納者の除籍	
 

・該当者合計 12 名について 7 月下旬に最後通告を行った結果、会費を納入した 1 名を

除く 11 名を未納入につき除籍とすることが報告され、了承された。ただし、この 11

名のうち通告が遅れた 2 名については 9 月末まで待ち、それまでに会費納入がなけれ

ば除籍することが併せて報告された。	
 

	
 	
 (2)2016 年第 28 回大会の開催校について	
 

・法政大学多摩キャンパスにて開催予定である。工場見学については幹事会で引き受け

る方向である旨報告された。	
 

	
 	
 (３)その他	
 

・入会希望者で推薦人がいない人の扱いについて事務局より確認があり、代表幹事の判

断で認めるということで合意した。また、今後は、学会ホームページの「入会申し込

み方法」で、紹介者がいない場合、紹介者の欄は空白でよいが、自身の研究業績につ



いて提出を求めることとなった。	
 

・2014 年大会時の幹事会にて入会希望者が 4 名いたが、名簿への掲載ができておらず、

会費の請求漏れがあったことについて、報告とお詫びがなされた。	
 

	
 

Ⅲ	
 入会、退会、会費減免申請（資料回覧）	
 

入会希望者：本江康男（大阪市立大学大学院創造都市研究科）	
 

岡村佳和（江戸川区福祉部生活援護第一課）	
 

辰巳佳寿恵（大阪体育大学健康福祉学部）	
 

以上 3 名	
 

退会希望者：2 名	
 

会費減免申請者：なし	
 

	
 

以上の入退会希望者、会費減免申請者が承認された。	
 

以	
 上 
 

	
 

★日本労働社会学会事務局（第 27 期）★	
 

〒150-8366	
 東京都渋谷区渋谷 4-4-25	
 青山学院大学経済学部	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 松尾	
 孝一（まつお	
 こういち）研究室気付	
 

TEL:	
 03-3409-8846（研究室直通）	
 

FAX:	
 03-5485-0698	
 

E-mail:	
 matsuo@econ.aoyama.ac.jp	
 	
 学会 HP:	
 http://www.jals.jp/	
 

	
 

★2016 年度年会費納入のお願い★	
 

10 月に入りましたら学会事務委託会社（ワールドミーティング）を通じて 2016 年度学会

費の請求を行います（本学会の会計年度は 10 月から翌年の 9 月までです）。納入は、同封

の振替用紙により下記口座までお願いします。	
 

【郵便振替口座】口座番号：	
 00150-1-85076	
 加入者名：	
 日本労働社会学会	
 

年会費	
 学生・院生会員：6,000 円	
 一般会員：10,000 円	
 

会費減免制度については、下記 URL をご参照ください。	
 	
 

http://www.jals.jp/discount/	
 

	
 

★会員名簿の送付とお願い★	
 

2016 年度年会費請求書の送付とあわせて、会員名簿を送付いたします。個人情報につき

取扱にはご注意ください。また、名簿に記載されている各会員の皆様の「専攻領域」は、



2007 年 9 月の調査に基づくものでやや古くなっております。その後の領域の変更等がもし

ありましたら、今後の名簿に反映させたいと思いますので事務局までお知らせください。	
 

	
 

	
 

★住所・メールアドレス変更通知のお願い★	
 

住所変更とメールアドレス変更した場合には、必ず事務局に連絡をお願いします。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 以	
 上 
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